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図 4-4 令和 4年度のノヤギ捕獲地点 

 

4.1.5 捕獲後モニタリング調査 

捕獲作業前モニタリングと同様の手法により、捕獲作業後にもモニタリングを継続した。 

捕獲作業前（8月から 9月）の撮影結果と、捕獲作業後の（10月 14 日から 1月）の撮影結果

を以下に示した（表 4-2、図 4-5、図 4-6）。 

捕獲作業後は、ノヤギが 36 地点中 1～6地点で撮影され、最大撮影個体数は 2個体（成獣 1 個

体と亜成獣 1個体）であった。捕獲作業後に撮影された 2個体は、体の模様等から全て同一個体

であると考えられた。なお、撮影個体の個体識別については、現段階では体の模様、角の大き

さ、ひげの長さにより識別できる場合もあるが、それらが不明瞭な場合は難しい状況である。 

 

表 4-2 捕獲作業前後のノヤギの撮影状況 

 

 

成獣 亜成獣 不明 総計
8 12 2 0 12 37.5% 75 235.4 31.9 4
9 13 8 2 13 36.1% 427 970.5 44.0 5

10 2 3 0 4 11.1% 14 594.0 2.4 2
11 6 5 0 6 17.1% 44 1,050.0 4.2 2
12 6 4 3 6 17.6% 50 1,085.0 4.6 2
1 1 1 0 1 2.8% 2 953.0 0.2 2

※撮影率は100撮影日数あたりの撮影回数を示す。

撮影率
合計稼働
日数

最大撮影
個体数

ノヤギ撮影地点数
期間 月

ノヤギ
撮影枚数

撮影地点
割合

捕獲後

捕獲前

捕獲期間（10/3-10/14）＊ 6個体捕獲（成獣オス3個体、成獣メス2個体、亜成獣メス1個体）
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図 4-5 捕獲作業後のノヤギ撮影地点 

 

図 4-6 嘉佐崎エリアで捕獲作業後に撮影されたノヤギ 

 

4.1.6 今後の展開 

 令和 4 年度沖縄県外来種対策事業において 2 月 9 日に開催された外来種検討委員会で、ノヤギ

を対策種から重点対策種へカテゴリー変更することが了承された。 

 次年度は、ノヤギ防除計画に基づき、西表島及びやんばる地域において、これまで調査が実施

されていないエリアを対象としてノヤギの生息状況を調査し、全域での生息状況を把握した後、

両地域における捕獲計画を策定し、捕獲事業を開始することを予定している。 
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4.2 ノヤギ以外の外来哺乳類の侵入・定着状況 

沖縄県対策外来種リストでは、生態系への影響が大きい哺乳類として二ホンイタチを含む 5 種

が重点対策種として掲載され対策が実施されており、その他に対策種 5 種、重点予防種 1 種、予

防種 26 種が定められている（表 4-3）。リストに定める重点予防種や生態系への影響が大きい哺

乳類の侵入・定着が確認された場合は、必要に応じて捕獲等の緊急的な防除の検討等を実施する

ものとしたが、今年度は外来哺乳類の新たな侵入・定着に関する情報は確認されなかった。 

 

表 4-3 沖縄県対策外来種リスト（哺乳類） 

 

 

  


